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１．入所申込（１次募集）について                           

 利用申込みのできる児童 

学童保育所は保護者が就労等の理由により放課後に家庭で児童を保育することがで

きない場合に利用することができます。 

 

 申込書類の配付期間について 

申込書類の配付期間は、学童保育所ごとに異なります。 

詳細な日程については、別紙「令和９年度学童保育所入所申込日程表」をご確認くだ

さい。 

 

 申込みに必要な書類について 

①申請書 

 申込書類の配付期間に利用を希望する学童保育所で受け取ってください。 

②保育の必要性が確認できる書類 

「保育の必要性が確認できる書類（４ページ）」を参照いただき、児童一人につき

保護者それぞれの分を提出してください（きょうだいで申請する場合は、それぞ

れに書類が必要です）。 

 

 申込期間について 

 令和８年 10 月１日（木）から 10 月 23 日（金）まで 

 ＊１次募集の申込期間に間に合わなかった場合は、２次募集の対象となります。 

 

 申込方法について 

必要書類を揃えていただき、利用を希望する学童保育所へ直接持参してください。 

＊複数の学童保育所へ同時に申し込むこと（併願）はできません。複数の学童保育所

への申込みが判明した場合は、申込みの無効、または入所決定取り消しの対象に

なります。 
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２．申し込みから入所までの流れについて                       

令和８年 10 月１日～23日  入所申込み（１次募集） 

 

令和８年 11 月上旬～中旬  入所選考（１次選考） 

申込期限を過ぎてからの申込み分については、令和８

年 12 月に実施する２次募集に入所調整を行います。 

 

令和８年 11 月中旬～下旬  入所承認・不承認決定通知書の交付 

 

令和８年 12 月１日～15日  入所申込み（２次募集） 

１次選考で入所できなかった方、または１次募集の申

込期間に間に合わなかった方を対象に２次募集を行い

ます。申込方法や受付期間については、別途案内します。 

 

令和８年 12 月中旬～下旬   入所選考（２次選考） 

 

令和９年１月上旬～中旬   入所承認・不承認決定通知書の交付 

 

令和９年１月下旬～     ２次選考後の申し込み 

２次選考の結果、不承認となった場合は、２次選考で申

し込みをした学童保育所の待機児童として登録します。 

別の学童保育所への変更を希望する場合は、２次募集

の結果通知後１週間以内に、現在の申し込みを取り下

げる旨の連絡を行い、希望する学童保育所へ改めてお

申し込みください。なお、特に手続きが無い場合は、２

次選考で申し込みをした学童保育所の待機児童として

登録されます。 

 

＊入所決定後の説明会については、各学童保育所から案内があります。 
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３．利用者の選考・決定について                       

 入所選考について 

令和９年度の学童保育所入所申込から、市で統一した選考基準表を設けます。 

申込者が定員を超えた場合は、選考基準表に基づき、保護者の就労状況や児童の状

況などを点数化して選考を行い、公平かつ適正に利用者を決定いたします。選考基準

の詳細については、別紙「令和９年度学童保育所選考基準表」をご確認ください。 

 

 選考結果の通知について 

選考結果については 11月末までに保護者あてに郵送いたします。 

なお、定員等の理由により入所できなかった場合は、12 月に実施する２次募集への

申込みについてご案内いたします。 

 

 保育の必要性の認定基準の変更について 

保育の必要性の認定基準に変更が生じた場合、変更が生じた月の月末までに学童保

育所へ「保育の必要性が確認できる書類（４ページ）」に記載している必要書類を提

出してください。また、勤務先が変更となる場合も、必要書類を提出してください。 

 



◇ 保育の必要性を確認するために以下の書類を提出してください。

保育必要事由
内容

（家庭での保育が困難な理由）
保育を必要とする証明書類

（★市所定の様式があります）
保育可能期間

【会社員等】
・「就労証明書」（★）
※ 証明日のないものは無効です
※ 書類の提出日より３か月以内に証明されたものを有効とします

【自営業等】
・「就労証明書」（★）
・個人事業主である証明書の写し
 ①事業所得のある直近の「確定申告書」の写し   いずれか１つ
 ②「開業届」の写し

②妊娠・出産
保護者が妊娠中、または出産後間もないこと。妊娠中の体調変化と新生児の世話
のため、上の子の保育が困難な時期を対象とします。

・「母子手帳」の写し（出産予定日が分かるページ）
・出産予定日のわかるもの              いずれか１つ
・医療機関で発行された「出産予定証明書」

出産予定月の前々月１日から産後６か月間の末日まで
  例）１月15日出産予定の場合：11月1日から７月31日まで

③育児休業
育児休業を取得している保護者。ただし、職場復帰を前提とした利用であり、入
所後、育児休業終了月までの継続利用が条件となります。

・復帰日が分かる就労証明書 育児休業開始月1日から育児休業終了月末日まで

④疾病・負傷
障がい

保護者が疾病・負傷により保育が困難な場合、または身体障害者手帳、療育手
帳、精神障害者保健福祉手帳を持っており保育が困難な場合を対象とします。

・入院証明書
・医師の診断書
・「身体障害者手帳」の写し        いずれか１つ
・「療育手帳」の写し
・「精神障害者保健福祉手帳」の写し

当該事由で保育が必要となる期間

⑤親族の
介護・看護

保護者が親族の介護または看護をしており、こどもの保育が困難な場合（当該保
育の必要なこども以外のこどもの看護も含む）。

・介護・看護を要する方の医師の診断書
・「介護保険被保険者証」+「介護ケアプラン」の写し  いずれか１つ
・「身体障害者手帳」の写し
・「療育手帳」の写し
・「精神障害者保健福祉手帳」の写し

介護・看護が必要な期間

⑥求職活動
求職活動を継続している保護者。入所後３か月以内に就労を開始する見込みがな
い場合、または他の「保育必要事由」に該当しない場合は退所となります。

・「求職活動をすることについての誓約書」（★） ３か月間

⑦就学
保護者が就労のための就学（職業訓練学校等）をしており、昼間の授業時間によ
りこどもの保育が困難な場合が対象です。

・在学証明書 在学している期間

⑧災害復旧
保護者が被災し、復旧活動に従事している場合であり、日常の保育が困難な方が
対象です。

・「罹災証明書」の写し   いずれか１つ
・「被災証明書」の写し

復旧期間

「保育の必要性が確認できる書類」について

・証明書類は３か月以内に証明されたものを有効とします。

・妊娠・出産の対象期間（産後６か月）が終了しても、 引き続き育児休業を取得している場合は、継続して利用することができます。 育児休業開始月から終了月末日まで、育児休業の要件で利用が可能です
（妊娠・出産期間終了までに「就労証明書」の提出が必要です）。

・保育を必要とする証明書類は保護者のいずれも提出してください。
・求職活動の方は保育可能期間３か月の間に求職活動を行い、就労先が決まったら就労証明書を学童保育所に提出ください。保育可能期間内に提出がなければ退所となる場合があります。
・きょうだいで申込みをする場合、２人目以降はコピーでも可能です。

・保育可能期間終了後も保育を希望する場合、保育可能期間が終了するまでにそのときの状況に応じた「保育必要事由」の「保育を必要とする証明書類」を提出いただければ、継続して通うことができます。

保護者の就労が常態であること（居宅内就労も含む）。①就労 就労している期間


